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イ 2 乗検定で検討した。すべての統計解析には SPSS(V19)を用い、P 値は両側、5%未満を有
意とした。 











































の BMI と乳がんリスクの関連についてはよく知られているが、閉経前女性での BMI と乳がん
リスクに関する報告は多様である。これは報告のあった諸国において、月経周期異常やホルモ
ン量の変化をもたらす程度の肥満率に違いがあることが背景にあると考えられる｡本研究では、
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を行って検討し、専門誌 Breast Cancerに acceptされたものである。解析の結果、これら
のうち、血中アディポネクチン濃度の上昇と乳がんリスクの低下に量反応関係があること
が明らかになり、この傾向は特に閉経後女性で強くみられた。一方、閉経状態によらずイ
ソフラボン類やインスリンの血中濃度と乳がんリスクとの間には関連性はみられなかっ
た。以上から、血中アディポネクチン濃度が乳がんのバイオマーカーとしての役割を果た
す可能性があることとともに、閉経後の肥満に関してより一層の予防対策が必要であるこ
とが示唆された。従って、本研究は医学博士の学位授与に値するものと全審査委員から評
価をいただいた。 
 
